
▲ ワレモコウ（バラ科）   

日当たりの良い所に生える多年草。花期は夏から秋で花弁はな  

く、4個のがく片からなる小花が円頭状に集まります。町内には少  

ないようです。   



▲ マアザミ（キク科）   

刺のある葉は深裂じロゼット状に広がります。キセルアザミの  

別名のように花は下向■きに咲きます。町内の湿地に普通に見られ  

ます。  

⑫   



▲ ツ／レニンジン（キキョウ科）   

つる性の多年草。山野の林の中や林の緑に生えます。夏から秋  

にかけて大型の花を咲かせます。茎を切ると白い汁が出ます。町  

内の山野で普通に見られます。  

▼ スイカズラ（スイカズラ科）   

漠名は忍冬（ニンドゥ）。菓は対生し冬は内側に巻いて過ごしま  

す。初夏に白い花を開き芳香があり、花後に黄色に変化します。  

牽 



▲クサギ（クマツプラ科）   

葉が悪臭を放つので臭木（クサギ）の名がつきました。このにお  

いはゆでると消え、食べられるので救荒植物として用いられまし  

た。町内に普通に見られます。  

▼ カラタチバナ（ヤプコウジ科）   

常緑低木で山地に生え、高さ0．2－1m。花期は夏で果実は赤く、  

長期間枝上に残ります。県内の分布はまれですが、町内には多く  

見られます。   





▲ スイラン（キク科）   

日当たりの良い湿地に生える多年草。細い地下茎を伸ばしてい  

ます。花期は秋で、柄のない細長い線状の菓を互生します。町内  

の湿地に見られます。  

⑯   



▲ ウメモドキ（モチノキ科）   

湿地や渓流沿いに生える夏緑低木。庭木としてよく植えられ、  

雌雄異株なので赤い実ができるのは雌株です。町内ではやや普通  

に見られます。  

▼ ナツハゼ（ツツジ科）   

山野に多い夏緑低木。夏の炎天下で美しく紅葉するので、花村  

として用いられています。黒褐色に熟した果実は酸味があり食べ   



▲ キキョウ（キキョウ科）   

山上憶良の秋の七草の歌にある朝貌（アサガオ）は、キキョウだ  

といわれています。町内の山々では少なくなっています。  

⑲   



司ゝ  

コウヤポウキ（キク科）ト   

日本産キク科植物の中  

で、唯一の木です。1年  

目の枝に葉と花をつけ、  

2年目の枝には葉だけを  

つけます。町内の山地に  

普通に見られます。  

リンドウ（リンドウ科）ト   

秋の花を代表する多  
草。以前はいたる所で  

られましたが、今では  

なくなりました。野生  

ものの方が紫色が濃い  
うです。   



■ ・－  
■－ －  

▲ 7ユノハナワラビ（ハナワラビ科）   

秋から冬、日当たりの良い野原に胞子葉を長く伸ばしています。  

胞子葉が花穂に似ていることから名付けられました。町内に少な  

いようです。  

⑳   



▲ コシダ（ウラジロ科）   

ウラジロと共に、熊野で一番よく目につく大型のシダです。ウ  

ラジロよりも乾いた土地に耐えることができます。町内には普通  

に見られます。   

⑪  



＠   



雄よりさらに見つけにくいのが雌です。自然にとけこむような  

地味な色で、辛かげにじっとしていると全く見つかりません。   

⑳  



▲ カワセミ（カワセミ科 留鳥）   

川や他にすんでいて、主に魚を食べています。色彩の美しさや  

水中に飛び込む行動など、よく知られています。注意して探すと、  

あちこちの川沿いなどで見られます。  

㊥   



▲ ゴイサギ（サギ科 留鳥）   

星間は川や他の近くの林や竹やぶに集まって休んでいる姿をよ  

く見かけます。夕方から夜になると川や他に散らばって活動を始  

めます。餌は主に魚ですが、ザリガニなども食べます。夜、飛び  

ながらクワッ、クワッとカラスに似た声で鳴くので、「夜がらす」と  

呼ばれています。   

⑮  



▲ ヤマセミ♂（カワセミ科 留鳥）   

生活の様子はカワセミと似たところがありますが、カワセミよ  

りはるかに大きく、生息数は多くありません。町内ではこれまで  

2カ所で繁殖が確認されています。  

⑳   



イツアリ科 留鳥）  

町内にたくさんある溜池を注意深く探すと見つけることができ  
ます。カイツブリは危険を感じたり、餌をとったりする時は水に  
もぐってしまうので、そっと観察することが大切です。警戒を解  
くとかわいいヒナを連れて、他の中央に出てくることもあります0  

⑳   



⑳   



▲ ヤマガラ（シジュウ ・留J   

町内の山林に多く繁殖している小鳥です。時には住宅地の近く  

にも現れることがあります。木の実を好んで食べ、特にエゴノキ  

の実などは大好物です。木の実を樹皮のすきまなどに貯える習性  

があります。  

⑳   



▲ニュウナイスズメ（ハタオリドリ科 冬鳥）   

広島県内でも見られる場所は限られています。熊野町では10月  

のほんの一時期、呉地橋附近の農地に姿を見せます。スズメによ  

く似ているので、よほど注意して観察しないと見逃してしまいま  

す。  

スズメとニュウナイスズメ   

大きさや、羽の色がよく似た小鳥です。スズメの成鳥には頼（ほ  

う）に黒斑があるが、ニュウナイスズメにはないので、見分けられ  

ます。   

また、スズメは1年中見られる留鳥です。  

⑳   


